
13世紀のイタリア人司教座聖堂参事会員が諭す

ドイツ宮廷のミンネ観

尾野照治

イタリア人聖職者トマジン・フォ ン・ツ ェルクレーレ ，>は、 1215年頃に

イタリアからドイツの宮廷に招かれ、そこでキリスト教倫理に基づく騎士

道徳の教科書とも言うべき「奥田の客J21を著した。俗界の宮廷世界におけ

る模範的騎士道を、聖界のキリスト教倫理と一致させようとする試みであ

る。この頃は、前世紀後半から続く宮廷恋愛が、以前ほど盛んではないに

せよ、まだ文芸の重要なテーマになっていた時代である。 12世紀中頃に南

フランスから、新しい恋愛作法がドイツに伝播した。その世紀末から 13世

紀初めにかけて、ミンネザングの巨匠と称されるヴァルターやラインマル

らによって、フランスの恋愛歌謡が完全に消化され、 ドイツ独自の要素も

加わった新しいミンネザングが、数多く生み出された。それと同時に、宮

廷叙事詩のジャンルでも、この新しいミンネをテーマとする作品が、やは

り数多く生産された。これらの作品世界では、社会的地位が高く美貌と教

養に優れた王妃や既婚の貴婦人達に、騎士達が奉仕すると いう 形の宮廷恋

愛が、騎士の人格陶冶に資するものとして、随分ともてはやされた。 しか

し、それはあくまで宮廷という世俗の世界での現象である。他方、聖職者

達の世界では、この現象をどのように見ていたのであろうか。その確かな

証言者として、この論考ではトマ ジン を取り上げる。彼は聖俗の両世界に

足を置きながら、しかも異国の客人として、 ドイツの宮廷でこれをつぶさ

に観察し、詳細な騎士道徳を説いたからである九彼のよ うな広い視野をも
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つ詩人は、きわめて稀であると言ってよいっそれゆえ、当時のミンネ観を

総合的に探求するためには、とりわけトマジンの思想を考察することは必

須である。

「異国の客」は全10章から成り、その第 1章 41は、他の章と比べて相当

に行数が多く、しかも若者達に対する教えを厳しく説いているので、詩人

が最も力を傾注した章であることがわかる。騎士や貴婦人になる前に、若

者たちの倫理の基礎を確実なものにし、それに道徳的自覚を与えようとの

意図である。そのことは更に、ミンネに生きミ ンネの奉仕に勤めた、数多

くの叙事詩の登場人物達の名前が、次々に挙げられていることからも明ら

かである。当時の宮廷の貴婦人達が、模範として仰ぐべき理想の女性とし

て、ギリシャの叙事詩に登場する女性達の名が挙げられる Andromache，

宜nit，Penelope， Oenone， Galjena， Blanscheflor， Sordamor: r彼女らは皆

が皆女王ではなくても、すばらしい分別の点で女王であると言うことがで

きるJ5)それとは逆に、決して模範としてはならないHelenaの名も挙げら

れる i婦人たちは、ヘレナという名の女性の欠点に注意すべきだ。ヘレ

ナは、あらゆる国与を支配するギリシャで、権力を誇る女性であったc 彼

女はとても美しかったが、思慮分別に乏しかったc それゆえ、彼女の美し

さは彼女自身に、大きな恥辱をもたらすことになった。思慮分別に欠ける

と、美貌は価値がないJ6I女性達の名と同時に、模範として仰ぐべき理想の

男性として、帝王や円卓騎士達の名が挙げられる Gawein，Clies， Erec、

Iwein， Artus， Karl， Alexander， Tristan， Seigrimos， Karlogriant， 

Parzival r気をつけてよく見よ、なんとまあ円卓騎士達は、先を争って

勇敢に、手柄をたてようと押し寄せたことであろう。若者達よ、怠惰に身

をまかせるな。立派な人々の教えに聞き従いなさし、。そうすればあなた方

は、大きな名誉を得られるであろうJ"それとは逆に、決して模範とするべ
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きではない男性として、 Keyの名も挙げられる: Iあなた方はカイ殿に従

ってはならぬ A 彼のせいで私の身に、多くの恥辱がふりかかるので。彼は

あらゆる点で、夜、を窮地に陥れるのだJ8Iこれから詩人のミンネ観を考察す

るに当たって、この詩人がミ ンネそれ自体にいかなる考え方を持っている

のかを探求する前に、ミンネが描かれている幾多の冒険物語 (宮廷叙事詩)

に対して、詩人がどのような評価を与えているのかを、 あらかじめ検討し

ておかなければならない。

11. 

聖職者かっ教訓|詩人であるトマジ ンは、数多くの冒険物語がある中で、

人は一体何を聞きどれを読むべきかを簡潔に述べた後、 分別のある大人と

まだ分別が身についていない若者と では、異なった指導がなされるべきで

あると説く。若者は作り話を好みがちで胸をはずませやすいのではあるが、

分別のある大人はできる限り作り話を避け、絶えず真実を求めるように努

めるべきである c 分別がまだ十分に身についていない若者たちは、せめて

心をわくわくさせる冒険物語からでも、正しい生き方のヒン トを学び取る

べきである。それゆえ、作り話としての官険物語を創作する 人も、その存

在価値を大いに認められる。騎士が多く の苦難に耐えた後に憧れの女性と

結ぼれる物語は、若者たちの心に、これからの苦悩多き人生と、希望を達

成する喜びに対して、あれこれの心構えをさせるからである。

ave die ze sinne komen sint 

die suln anders dann ein kint 

gemeistert werden， daz ist war 

wan si suln verlazen gar 
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diu spe1 diu niht war sint: 

da mit sin gemuet diu kint. 

ich enschilte deheinen man 

der aventiure tihten kan: 

die aventiure die sint♂lot， 

wan si bereitent kindes muot 

swer niht vurbaz kan vememen， 

der sol da bi ouch bi1de nemen引 .

〈しかし分別が身についている大人は、若者とは異なったやり方で導かれる

べきだ。このことは真実だ。なぜなら、大人は真実ではない話からすっかり

離れるべきだから。もっとも若者らはそのような話に、はらはらさせられる

のではあるが。私は、冒険物語を作るすべを心得ている人を非難しない。冒

険物語は良い。というのは、そのような物語は、若者の心に準備をさせるか

らだ。冒険物語以上に聞き知るすべを持たぬ人は、その物語をも手本にすべ

きである。〉

13世紀のその当時、騎士でさえもその多くは、読み書きさえできなかっ

た。ましてや騎士見習いの若者たちゃ農民たちは、ほとんど文盲同然であ

ったと思われる。そのような状況の中でトマジンは、絵画や彫刻の効用に

も着目する。物語を書く能力のある人は、庶民のためにそれを書くべきで

あるし、絵画を描く技術を持つ人も、それを描き続けるべきであると主張

する。立派な教えを説く 書物は、 一般庶民にとって理解が困難で、ある。そ

のようなときには、祝覚によって理解が容易になる絵画を見て、おおよそ

のところを理解するのが好ましい。最高の教育を受けた司祭は、立派な書

物を深く読み込み、他方教育を受けられなかった庶民は、絵を見て学ぶべ
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きである。真理を述べた高等な書物の深い意味を読み取れない人は、その

代わりに娯楽的な冒険物語を読むこと によ って理解力を高め、分別をより

良きものにすることができる。そのよ うに して理解力が高まったら、作り

話からレベルを高めて立派な書物を読み、 「作法の教えJr分別Jr真理Jを、

自分のものとするように励まねばならぬ、と詩人は説く。

swer schriben kan， der sol schriben; 

swer malen kan， der sol beliben 

ouch da mit; ein ieglicher sol 

tuon daz er kan tuon wol. 

von dem gemalten bilde sint 

der gebure und daz kint 

gevreuwet oft: swer niht enkan 

versten swaz ein biderb man 

an der schrift versten sol， 

dem si mit den bilden wol. 

der pfaffe sehe die schrift an， 

so sol der ungelerte man 

diu bilde sehen， sit im niht 

diu schrift zerkennen geschiht. 

daz selbe sol tuon ein man 

der tiefe sinne niht versten kan， 

der sol die aventiure lesen 

und laz im wol dermite wesen， 

wan er vindet ouch da inne 

daz im bezzert sine sinne， 
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swenner vurbaz versten mac， 

so verlies niht sinen tac 

an der aventiure mare. 

er s01 volgen der zuht 1ere 

und sinne unde warheit附.

〈文章を書く心得のある人は、書き続けるべきである。絵を描くすべを知

っている人も、絵をいつまでも描き続けるべきだ。だれでも、 自分が見事

にできることをするべきである。 描かれた絵によ って、 農民や若者はしば

しば喜びを得る。立派な人が書物において理解すべき事柄のわからない人

は、絵画で満足するがよい。司祭は書物を しっかり読み、他方無教育な人

は、書物がわからないから絵画を見るべきだ。深い意味のわからない人も

同様に、冒険物語を読むべきである。その人は、冒険物語で十分に満足す

るがよい。なぜなら、冒険物語の中にも、彼の分別をよ り良くするものを

見出せるからだ。しかし、冒険物語以上に理解できる場合には、その程度

の物語を読むことで、日々を無駄にしないようにせよ。作法の教えと 分別

と真理に従うべきだ。 〉

冒険物語は周知のごとく、フィクショ ンで飾られているものであるが、

そうだからといって決して非難すべき ものではない、 と詩人は主張する。

なぜなら、それは正しい宮廷作法と真実を、比倫的に表しているからだ。

聴覚によ って楽しめる物語ばか りではなく、視覚によ って喜べる彫刻もま

た有効である。人物像の彫刻は勿論実際の人ではないが、しかし、少な く

ともそれが人を表現していることは、 だれの目にも十分に伝わる。それと

同様に物語も、多 くの場合事実でないことが描かれているが、 それでもそ

のような物語から、人生を正し く立派に過ごすためには、 何をしなければ
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ならないかを学び取ることができる。

die aventiure sint gekleit 

dicke mit luge harte schone: 

diu luge ist ir gezierde krδne. 

ich schilt die aventiure niht， 

swie uns ze liegen geschiht 

von der aventiure rat， 

wan si bezeichenunge hat 

der zuht unde der warheit: 

daz war man mit luge kleit. 

ein hulzin bilde ist niht ein man: 

swer ave iht versten kan， 

der mac daz versten wol 

daz ez einen man bezeichen sol. 

sint die aventiur niht war， 

si bezeichent doch vil gar 

waz ein ieglich man tuon sol 

der nach vrumkeit willeben wol" 

{冒険物語はしばしば、フィクションで非常に素晴らし く着飾っている。

フィク ションは最高の飾りとなっている。冒険物語に促されて、私たちは

ついフィクションを扱うのだが、それでも私は、その物語を非難しない。

というのは、冒険物語は宮廷作法と真実の比喰的な意味をも っているから

だ。つまり 真実は、フィクションでくるまれているのだ。木に彫られた人

物の彫刻は、実際の人ではない。しかし、物を解せる人ならその彫刻が、
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人を表していることを十分に理解できる。冒険物語が真実でなくても、そ

の物語はまことに、自分の立派さにふさわしく暮らそうとする人なら誰も

が、何をすべきかを教えてくれるのだ。〉

トマジンは、良い官険物語は宮廷作法を高める効用があるので、それら

の多くの物語をドイツ語に訳して、人々の目にふれるよう にしてくれた詩

人たちに、感謝の言葉を述べる問。しかし、 トマジンが望むのは、フィク シ

ヨンの物語ではなくて真実の物語である。人の心というものは、嘘による

よりも真実によってこそ、はるかにもっと高められるものである。宮廷人

が物語を作るなら、できる限りフィクショ ンを避けて、真実を材料にすべ

きである。まぎれも ない真実で固めた物語は、私たちに多くのことを、 ス

トレートに教えてくれるからだ。物語を好ましい方向へ向けるべく努めれ

ば、物語を作るのに失敗することは決してないと説く。トマジンが、本来

は世俗の世界に属するのではなく、聖職の世界に属する人であるという事

実が、強く真実を求めるこの態度に明確に現れている。

doch wold ich in danken baz， 

und heten si getihtet daz 

daz vil gar an luge ware; 

des heten si noch grazer ere. 

swerz gerne tuon wil， 

der mag uns sagen harte vil 

von der warheit， daz war guot. 

er bezzert ouch unsern muot 

mit der warheit michels baz 

denn mit der luge， wizzet daz. 
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swer卸 tihtenist gevuoc， 

der gew仕metimmer gnuoc 

mateIje an der warheit: 

diu luge si von im gescheit. 

da von sol ein hufsch man 

der sich tihten nimet an 

vil wunderwol sin bewart 

daz er nicht kome in die vart 

der luge; ist er lugenare， 

so sint danne siniu mare 

gar ungename. ein man sol， 

swer iht kan sprechen wol， 

kern sin rede ze尽lotendingen， 

2・ 131so mag 1m mmmer mlsselmgen 

{しかし、もし物語作者達が、まったく嘘のない物語を作ってくれていたな

ら、私は彼らにもっと十分にお札をするであろう。そのことによって、彼ら

はずっと大きな名誉を得られるであろう。嘘のない物語をすすんで作ろうと

する人は、真実について私たちにひじように多くのことを話すことができる。

そうなれば素晴らしいことであろう。その作者は私たちの心をも、嘘でより

も真実で、はるかにもっと高めてくれる。そのことを覚えておきなさい。物

語を作るのに巧みな人は、いつも真実の点で十分な材料を獲得する。嘘はそ

の作者から引き離されるがよいのそれゆえに、物語を作り始める宮廷人は、

嘘の道に迷い込むことのないように、しかと見守られるべきだ。彼が嘘をつ

く人なら、その物語は全く不愉快千万なものである。見事に物語るすべを心

得ている人は、自分の語りを真実の立派なものに向けるべきだ。そうすれば、
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彼が物語で失敗することは決してありえない。〉

III. 

トマジンは上述のごとく、 ミンネが描かれた数多くの冒険物語の効用に

ついて詳しく説明した後、正しい宮廷作法を守 りながら恥辱を避け、幸せ

な生活を送ろうと欲する人は、良い分別を土台にしてミンネに携わるべき

であると説く ω そのとき、ミンネに二面性があることを自覚せねばならな

いの賢明な人をより賢明にし、愚かな人をも っと愚かにするのが、ミ ンネ

の本質であるヘ分別を持たない人が婦人とのミンネを楽しもうとするのは、

手綱がなく拍車の効かない馬を操るに等し¥{>。手に負えないほど燃えさか

る火で、火傷を負うのと同様である。分別が賢明なやり方でミンネを支配

できなければ、ミンネは賢者の心を鈍感にしてしまう。常に清らかでなけ

ればならない魂、肉体、名誉、財貨を、ミンネは汚してしまう。これは、

当時の宮廷社会がすでにそのような状況にあることを、深く悲しみ嘆く詩

人の声である。

ich seit daz man der mine kraft 

mit schanem sinne tragen s01， 

swer ane schant willeben wol. 

Der minn nature ist so getan: 

si machet wiser wisen man， 

und git dem torn mer narrischeit， 

daz ist der minne gewonheit. 

die sporn vuerent durch die boume 

daz ros daz da vert ane zoume: 
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alsam vert der der ane sinne 

want spiln mit der vrouwen minne. 

si vuert in hin uber die boume， 

riht ers niht mit des sinnes zoume. 

daz viwer ist nutze unde guot， 

swer im niht um叶ltetuot. 

gewinnt daz viwer uberkraft， 

daz man im lat die meisterschaft， 

so ist verlorn und wueste gar 

swaz ez begrifet， daz ist war. 

al dazselbe ist umb die minne， 

ob si undermacht die sinne; 

si blendet wises mannes muot 

und schendet sel， lip， ere und ♂lot 

swer zem viwer naht ze hart 

der besengt dick sinen bart出 .

{恥をかかずに幸せに暮らそうとするなら、ミンネを素晴らしい分別で荷

っていくべきである、と私は語った。ミンネの性質は次のよ うである:ミ

ンネは賢明な人をもっと賢明にし、厳か者にはもっと多く の愚かさを与え

る。これがミンネの習性だ。手綱をつけずに駆けていく馬を、森で導くの

は拍車である。分別を備えずに婦人の愛を弄ぼうとする人は、その馬と同

じように振舞う人だ。その人がミンネを、分別という手綱によって導かな

いのなら、ミンネはその人を森の彼方へと連れ去る。火に対してなにも悪

きをしなければ、火は有用かつ有益である。支配する力を与えられるほど

過剰な力を火が獲得すると、火が掴む物はすべて灰になり荒廃する。これ
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は真実だ。ミンネについても全く同様で、 ミンネが分別を押さえ込むなら、

ミンネは賢者の心を盲目にし、魂、肉体、名誉、財貨を汚す。 火に近づき

過ぎる人は、しばしば髭を焦がすのだ。〉

トマジンの考えるところでは、ミ ンネに三種類ある。魔術によって得ら

れるミンネ、強制によって得られる ミンネ、金や贈り物によって得られる

ミンネの三種である。 魔術や特殊な技を使って貴婦人を獲得するのは、強

姦するに等しい。また、暴力をふるって強制的に貴婦人を獲得するのも、

宮廷の礼儀作法に無知な男がとる行動である。このよう に、詩人はまずは

じめに、これら二穫のミ ンネを否定する。

gezoubert und betwungen minne 

und gekouft sint unminne. 

swer mit zouber umbegat， 

wizzt daz er genotzogt hat 

swelche er gewinnt da mite; 

er hat unhufsches mannes site. 

er hat gar einn unhufschen muot， 

der den wiben gwalt tuot附

〈魔術によって得られたミンネ、強制によって得られたミ ンネ、金で買わ

れたミンネは、どれも正しく ないミンネである。魔術と付き 合いのある者

が、それを用いて婦人を獲得すれば、強姦したことになるということを、

あなた方は覚えておきなさい。そいつは、非宮廷的な礼儀作法を身につけ

ている奴だ。また、婦人らに暴力をふるう輩も、全く非宮廷的な卑しい心

の持ち主だ。〉

-50 



13世紀のイタリア人司教座聖堂参事会員が諭すドイツ宮廷のミンネ鋭

次に三番目のミンネ、つまり金や贈り物によって得られるミンネについ

て、トマジンはこれから特別に詳しく説明を行う。素晴らしいミンネを獲

得しようとする人は、贈り物によってミンネを得ょうとしてはならない。

なぜなら、財貨を贈り物としてミンネを得ょうとすると、相手の婦人が騎

士自身を愛しているのか、それとも彼の財貨を狙っているのか区別ができ

ないからだ。真に彼のことを婦人が楽しんでくれているのか、また宮廷作

法が自分自身に備わっているのか、彼は自信が持てない。しかし、どのよ

うな場合にも贈り物をすることが否定されるというわけではないn それが

許される場合もある。騎士の激しい恋心が平常にもどり冷静になってから、

婦人が贈り物を所望する場合には、それを彼女に贈ってもよし‘。なぜなら、

そのときには財貨で婦人の心を買い取ったことにはならないからだ。この

場合、上述の三番目のミンネには当てはまらないη しかし、騎士自体が軽

蔑すべき人なら、宮廷作法には全く 無関心ゆえ、何を説いても無駄である。

そのような輩は、無条件に贈り物をすることは決してない。必ずミンネを

担保にして、金品を差し出してくる。ミンネを手に入れる交換条件として

贈り物をするのであるから、売買行為を生業とする商売人と同じやり方で

ある。何も見返りを求めずに、困っている人に気前よく贈り物をするのが、

本来の宮廷作法と見なされている。金品で買われたミンネは、それが本来

内包する力を持っていないので、そのようなミンネは自分の身につかぬ。

純粋な心から出たミンネ、物質色の消えた精神的なミンネのみが、正当な

宮廷作法にかなうもので、それのみが自分のものとなるミ ンネである。聖

駿界出身の詩人ゆえ、論理的に突き詰めた思考を展開していく。

Ich lerte， swer guot minn han wolde， 

daz ers mit gab niht werven solde. 

swer umbe minne wirbt mit guot， 
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der erkennet niht des wibes muot， 

ob si im si von herzen holt 

od ob si neme vur in golt. 

ern weiz sin selbes hufscheit， 

ob si werd durch in gemeit. 

wirt aver er dar nach inn 

daz si kert ir gemuet an in， 

bedarf si dann iht des er hat， 

so gebez ir von minem rat. 

ich weiz wol daz disiu mare 

sint den bωsen vil unmare， 

da von daz ein basewiht 

kan mit hufscheit werven niht. 

sin gewerft ist setzen phant; 

er nimt unde git zehant. 

swer mit hufscheit niht werven kan， 

der wirt billich ein koufman. 

gekouft minn hat niht minne kraft: 

sine kumt niht in eigenschaftl71 
• 

〈良いミンネを得ょうとする人は、贈り物によ ってそれを得ょうとすべき

ではないということを、私は教えてきた。財貨によ ってミンネを得ょう と

努める人は、婦人が自分を心から愛してくれているのか、あるいは婦人が

自分よ りも黄金の方を選び取るのか、 彼女の気持ちがわからないの彼のお

かげで婦人は心楽しめるのかどうか、 彼には自分自身にそのような宮廷作

法が身についているのかどうかがわからない。しかし後になって、彼女が
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心を彼に向けていたことに気づき、その後彼の持っている財貨を彼女が欲

しがるなら、私の助言に従って、彼女に財貨を贈るがよい。軽蔑すべき連

中は、宮廷作法によって何も得るすべを知らないので、このような教えが

彼らにとって、全くどうでもよいことであるのはわかっている。 彼らが行

うことは、担保をわたすことなのだ。質草をもらえば、すぐに財貨を差し

出す。宮廷作法によって何も得るすべを知らない者は、商人になって当然

である。金で買われたミンネは、ミンネの効力を持たぬ。そのようなミ ン

ネは、 自分のものにはならないのだ。〉

これから詩人は、ミンネの自立性を強調していく 。 ミンネは本来隷属す

るものではなく、自由なものである。ミ ンネ と心を獲得する ものは、分別

と作法でなければならぬ。分別と作法によるのであれば、 ミンネは自由な

ものとなる。ミンネと心を財貨が獲得するなとということは、絶対にあっ

てはならないことだ。もしミンネが財貨によるのであれば、それは完全に

縛られていて、隷属状態にあると言ってよいへ相手の心を得るためには、

自分の心を差し出すべきであり、誠意を得るには誠意を、愛を得るには愛

を差し出 さなければならぬ。ミンネを得るために財貨を差し出す人は、ミ

ンネの本質も人の心の機微もわかっていない人だ。心、誠意、愛に加えて、

心変わりせぬ気持ちで誠実と真実を不動のものにしておけば、贈り物によ

って邪悪なものを良きものにすりかえようとする愚行を、犯さないですむ。

Ein ieglichr hat wol die sinne 

daz er weiz， moht man koufen minne， 

daz diu minn war eigen gar: 

sus ist diu minne vri， deist war. 

swer wanet koufen minn umb guot， 
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der erkennet weder minn noch muot， 

wan bediu muot und minne 

8uln uns bejagen unser sinne 

und un8er zuht niht un8er guot. 

man 801 muot geben umbe muot， 

man sol mit triuwe triuwe gern， 

mit liebe 801 man liebe wern， 

man 801 mit state statekeit 

vesten und die warheit. 

swer mit gab want machen伊lot

daz ubel， den triugt sin muot18
) • 

〈ミンネを買うことができるなら、そのミンネは全く隷属状態のものであ

るということが、誰にもわかると恩われる。だがそれとは逆に、ミンネと

いうものは自由なものである。このことは真実だ。財貨と交換にミンネを

買おうと思う人は、ミンネも人の心もわからない人だ。というのは、心も

ミンネも私たちの分別と作法が獲得するべきものであって、財貨が獲得す

るべきものではないからだ。人は心と交換に心を与えるべきであり、誠意

によって誠意を望むべきであり 、愛によって愛のお返しをするべきであり、

変わらぬ心によって誠実と真実を固めるべきである。贈り物によって、邪

なものを良いものにしようとする人を、その人の心が欺いているのだ。〉

次に詩人は、ミンネを求める男のくだらぬ場合を述べる。自分の命を、

名誉のためにも神のためにも全く捨てられないくせに、離れていこうとす

る婦人に熱をあげて財貨を贈り、そのあげくに人々から笑いものにされ、

恥をしのんで生きていかねばならぬ男がいる。婦人から見れば、そのよう
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な男は馬鹿で・あり間抜けで、ある。彼女はもはやその男に愛情を抱けないの

に、高価な服をねだったり、男に二股をかけようとした りして、いつもと

は違った行動をとりたいときには、今でも彼を愛しているかのように、べ

たべたと甘えてみせる。そうしながら、も っとたくさん贈 り物を くれる男

性の方に、た易くなびいていく。このような女性は無論、徳、操をもっ立派

な貴婦人では決してないの心変わりをするのは、不徳に支配されているこ

との証明になるからである。他方また、財産家の婦人から望まれるままに、

多くの財貨を贈り物にする男がいる。 それでいて、貧困に哨ぐ婦人には、

なんら救いの手を差し伸べようとしない。このような男も、宮廷作法が身

についていない愚か者である。社会的に弱い女性、貧しさに苦しんでいる

女性にこそ助力をするのが、宮廷作法に従った徳操豊かな振る舞いである。

Ein man der nie kunde geben 

lutzel noch vil gar sin leben 

weder durch ere weder durch got， 

der git im selben dick ze spot 

und ze laster ein groz♂lot 

einem wibe diu ir muot 

von im kert. diu hat in ouch 

引ireinn torn und vur ein gouch. 

si zeigt im liebes harte vil， 

swenn si iht anders tuon wil; 

wan git ir ein ander mer， 

sδist aver ir lieber der. 

ich enmeine dehein wip guot 

diu da hat tugenthaften muot. 
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so ist aver ein ander man 

der ze hufscheit niht enkan， 

der git eim wibe swaz si wil， 

diu von ir selben hat zevil 

ein andriu diu da niht enhat 

belibt an helfe und ane rat削 .

〈名誉のためにも神のためにも、自分の命をすっかり差し出すことが全く

できない人は、彼から心を離してし、く婦人に、自分自身の瑚笑の種として、

また恥辱として大きな財貨を与える。実際彼女も、彼を馬鹿、間抜けと見

なす。彼女は、いつもとは違った行動をとりたいときは、その愚かしい男

にひどく甘えてみせる。というのは、他の男が彼女にもっ とた くさんの贈

り物を与えれば、彼女はその男の方を好きになるからだ。私が今言ってい

るのは、徳操ある心を持った婦人のことではない。しかしまた別に、宮廷

作法を心得ていない男がもう一人いる。彼は、自ら莫大な財産を持ってし‘

る金満婦人に、彼女が欲するものをなんでも与える。だけど、財産を持っ

ていない別の婦人には、援助も助言もしないままでいるのだ。〉

くだらぬ男の例が更に述べられる。くだらぬ男がミンネを求めて、自分

の生活のために蓄えてきた財貨を、もっとくだらぬ婦人に与えて、すっか

らかんになることがよくある。不名誉なやり方で獲得するものを、また同

じように不名誉なやり方ですっかり失うのは、世の常である。そのよう な

愚かしい振る舞いを避けて、自分自身のために蓄えているものを、貧しい

哀れな婦人に差し出すなら、必ずや神の祝福を受け、報われることになる

であろう。その逆に、独力で莫大な財貨を蓄え、もうそれ以上は必要ない

婦人に、自分がやっとのことで貯めてきた財貨を贈るなら、その人は当然
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世間の笑いものになる。財貨を必要としている貧しい人に、それを分かち

与えようとしないのは、心がケチであるからだ。財貨を全く必要としてい

ない金満家の婦人に、なけなしの自分の財貨を分かち与えようとするのは、

心がマヌケであるからだ。心の中に宿っている苔畜と愚かさが、そのよう

な恥、ずべき生活をさせる元凶であると、 詩人は言い切る。

daz ein man spart sinem libe， 

daz git er dicke einem wibe 

diu noch wirser ist dan er: 

swaz man erwirbt mit uner， 

daz sol man verliesen gar 

ouch mit uneren， daz ist war. 

gabe erz doch eim armen wibe， 

daz er spart sinem libe， 

des hiet er lihte danc von got. 

sus macht er uz im selben spot， 

daz er niwan den geben wil 

die von in selben hant ze vil 

nu wizzet von der warheit， 

daz macht erge und nerrescheit. 

ein man der ist niht sinnic wol 

der da git da er niht ensol: 

so ist der an erge niht 

dem niht ze geben geschiht 

da erz von rehte solde geben; 

der hat ein lesterlich leben-.. 
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〈ある男は、自分のために蓄えている財貨を、自分よりずっとつまらぬ婦

人にしばしば与える。人は不名誉に獲得するものを、同じように不名誉に

すっかり失う。これは真実だ。しかし、もし彼が自分のために蓄えている

ものを、貧しい婦人に与えるならば、そのことによって彼は、神から容易

に報われるであろう。しかしそれとは逆に、独力で貯めこみ過ぎている婦

人たちにのみ、財貨を与えようとすることによって、彼は自分自身を笑い

ものにしている。さあ、真実についてよく覚えておきなさい、その原因は

ケチとマヌケの心なのだ。行ってはならぬ所へ行く人は、確かに分別を持

たぬ。当然与えるべき所に与えようとしない人は、まさにケチそのもので

ある。その人は、恥ずべき生活をしているのだ。〉

IV. 

トマジンは上で、 三種類のミンネについて詳しく述べた。これから詩人

は、 ミン ネの対象となる婦人において、彼女の内面の美と外面の美の、い

ずれがより重要であるかを論じてしぺ 。外面の美的完全性と内面の道徳的

完全性は、貴婦人において常に一致していなければならないη しかし、モ

ールンゲンらの世俗の宮廷詩人たちは21)、しばしば外面的な美に価値を置い

たが、 トマジンのような聖職身分の教育詩人たちは却、たいてい内面的な徳

操の方に、より大きな価値を置いた。

愚かな男はミンネに携わるとき、婦人の外面的な飾りに目を奪われて、

内面の徳操や分別を吟味しようとしないペその反対に、賢明で、立派な男は、

婦人の外面ばかりを見るのでなく、内面の心の機微やしとやかな所作にも

注意を向ける。詩人なら、見事な鞍をつけた駄馬よりは、鞍をつけていな

い駿馬を選ぶと言う。馬を選ぶときは、飾り立てた馬ろくを見るのではな

くて、 馬そのものの体つき、腿や足を厳密に観察すべきであると教える。

-58-



13世紀のイタリ 7人司教座聖堂参事会員が諭すドイツ宮廷の ミンネ観

権勢をひけらかし、明らかに不当と思われる賛沢三昧の生活を送る婦人よ

りも、裕福ではないものの内面的に立派な婦人の方が、ミ ンネの相手とし

てずっと相応しい。ミンネにうってつけの立派な婦人を選ぶ際にも、馬選

びと同じ方法を採るべきである。

Ein tarscher man der siht ein wip 

waz si gezierd hab an ir lip. 

er siht niht waz si hab dar inne 

an guoter tugende und an sinne. 

so merket ein biderb man♂lot 

ir gebarde und ouch ir muot. 

hat ein ros satels niht， 

ez ist dar umbe niht enwiht. 

ist ein guot wip niht ze riche， 

ir ist doch harte ungeliche 

ein iegelich richez wip 

diu nach unreht hat ir lip. 

ob ich ein ros koufen solde， 

den zoum ich niht schouwen wolde 

mer dan daz ros; ich wolde halt 

sehen wie ez ware gestalt 

und welch bein und welhe vuoz 

ez hiet. daz selbe tuon muoz 

swer ein guot wip welen wil却

〈愚かな男は、婦人がどのような飾りを身につけているかを見る。婦人が
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内面に、立派な徳操や分別の点で何を備えているかを見ない。それに対し

て立派な男は、婦人の所作や心の動きに留意する。ある馬は鞍をつけてい

ないからといって、無価値ということにはならぬ。立派な婦人があまり裕

福でなくても、金満家でありながら不当に生活を送る婦人はだれも、彼女

と肩を並べることは決してできない。私が馬を買わなければならなし通とし

たら、私は馬そのものを見る以上には、馬ろくを見ょうとしたりはしない

であろう。私ならまさしく、馬がどのような姿をしているか、馬がどのよ

うな腿や足を持っているかを見ょうとするであろう。立派な婦人を選ぼう

とする人は、馬選びと同じことをしなければならぬ。 〉

トマジンは、婦人の外面よりも内面の方を、もっと重要視する。物質的

なものよりも精神的なものを、もっと価値多きものと考える。更に、金持

ちの婦人の財産を浪費することによって彼女に損害を与える男は、決して

立派な男とは言えない、と持論を展開する。婦人の側が損害を与えるよう

な振る舞いをするのも、勿論立派な婦人にあるまじきことであるが、それ

よりもむしろ、相手の財産に損害を与えるという行為は、男性にこそ相応

しくないことである。そのような大それた行為に走るく らいなら、暴力で

相手の財産を奪う方がまだましであるとさえ、詩人は口をすべらせる。

em sol ahten niht ze vil 

waz si habe， merke daz 

ob si si巳lot:er tuot baz; 

wan mit eim armen wibe guot 

mac man wol han vralichen muot， 

und mit eim richn unguotem wip 

mac man han unvralichen lip. 
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Ich lert daz dehein biderbe man 

niht enker sinn muot dar an 

daz er abe preche eim wibe ir guot. 

wan swelch wip daz getuot， 

ez stat ir vil bωsliche: 

doch stat ez wirser ungeliche 

einem man， daz sult ir glouben. 

wizzt daz ich gerner wolde rouben山

{その人は、婦人が何を持っているかということに、あまり注意を払い過ぎる

べきではない。むしろ彼女が立派であるかどうかということに留意するがよい。

そうする方がよい。というのは、貧しくても立派な婦人と一緒なら、確かに喜

ばしい気持ちを抱くことができるが、裕福でもくだらない婦人と一緒では、悲

しい生活を送ることになるからだ。立派な男はだれも、婦人の財産に損害を与

えてやろうと思ってはならぬ、ということを私は教えた。というのは、どの婦

人でもそのような行動をとれば、まことに彼女に似つかわしくないからだc だ

が、そのような振る舞いは、婦人の場合とは比べようのないほど、男には似つ

かわしくない。そのことを、あなた方は信じなさい。覚えておきなさい、私は

そのようなことをするくらいなら、暴力で財産を奪いたいと思う。 〉

ここからは、婦人が男性から贈り物を受け取る場合に、 どの程度の贈り

物まで許されるかということが、 具体的に説明される。宮廷作法を心得て

いる婦人は、必要もないのに過分な贈り物を受け取ってはならぬ。ただし、

多くの贈り物を受け取っても、そのような財貨よりも相手の男性の方が、

ずっと大切であることを十分に示すことができれば、それは許されてよい

のだ。しかし、そのことを明確に示すことができなければ、金銭欲に勝る

-61一



13世紀のイタリア人司教度聖堂参事会員が諭すドイツ宮廷のミンネ観

彼女は、偽りの心を抱いていることになり、相手の男性を愛していないこ

とが明らかとなる。

Ich lert waz einer vrouwen zeme 

daz si von ir vriunde neme: 

hantschuoch， spiegel， vingerlin， 

vurspangel， schapel， bluemelin. 

ein vrouwe sol sin wol behuot 

daz si niht neme grωzer guot， 

ezn war daz sis bedorfte wol: 

so erloube ich ir dan daz si sol 

nemen mere und niht so vil， 

sin erzeige wol daz si wil 

daz ir der vriunt si vur daz guot， 

wan anders hiet si valschen muot. 

ob ir ze nemen iht geschiht 

mer， bedarf sis danne niht， 

ir ist der vriunt niht liep gar， 

daz sol man wizzen wol vur war';i 

〈婦人が愛する男性から何をもらうのがふさわしいかを、私は教えた。そ

れは、手袋、鏡、指輪、ブローチ、頭飾 り、花束である。婦人は、 その必

要がないのであれば、それ以上の品物をもらうことのないよ うに、十分に

注意すべきだ。だが、その必要がある ときには、彼女がもっ とたくさんも

らうことを、私は彼女に許す。しかし、財貨よりも愛する人の方が大切で‘

あるのを望んで、いるという ことを、彼女が十分に示すのでなければ、それ
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ほどたくさんの物をもらうのを、私は彼女に許さなし、 というのは、さも

なければ彼女は、偽りの心を抱いていることになるからだ。彼女はその必

要もないのに、愛する人からもっとたくさんの財貨をも らう ことになれば、

彼女はその人を全然愛していないということになる。人はそのことを、確

かに真実であると知るべきだ。〉

トマジンはミンネについて、結婚している二人(夫婦)の聞のミンネと、

結婚外の二人の聞のミンネを、これまで明確に区別してこなかった。 しかしこ

こで、キリスト教に基づく宮廷倫理を説く立場にある詩人は、世俗のミ ンネに

ついても踏み込んだ主張をして、両者を厳密に区別しながら論を進めていく。

既婚婦人には、神の前で永遠の愛を誓った夫がいる。夫がいるゆえに夫人と称

されることを厳粛に思い返し、一夫一婦を乱すミンネに関わるべきではない。

以前の宮廷恋愛却はいざ知らず、詩人の時代の宮廷では、も うすでにかつて

の騎士精神が形骸化しており、そこでの宮廷恋愛はもはや、騎士に宮廷作法を

身につけさせる力を持っていなしミ。しかも、今の宮廷恋愛を成り立たせている

ものは、偽り、自慢、邪悪な監視、心変わり、 高慢などの不徳ばかりである。

女性が結婚前に純潔を守りぬき、結婚後も他の男を愛するような高慢な心をも

たず、やさしく誠実に夫を愛しつづけるならば、彼女はどのような黄金にも勝

る宝石であり、理想的な女性だと言ってよい。かつての宮廷恋愛でもてはやさ

れた女性は、身分が高く美貌に恵まれ、教養も欠けるところのない貴婦人であ

った。しかし、詩人の倫理観からすれば、理想的とみなされたこのような貴婦

人も、夫以外の男性と ミンネを楽しむ限り、 否定されるべき存在である。夫に

ついても同様で、神の前で永遠の愛を誓った妻以外の女性と、ミンネを共有し

てはならぬ。どのような美名を与えられようと、そのようなミンネの本質は不

倫であり浮気である。ひとたび一人の女性を妻として選び取った男は、当然な

がら他の女性を一切あきらめるべきである。ここで詩人は、宗教上の立場を踏
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まえて、当代の世俗界の不当なミンネを厳格に禁止するc

Swaz ich hie vor habe geseit， 

ich sprich nu von der warheit 

und statig ez mit minem rat 

daz die vrouwen wesen stat 

an ir mannen， wan trutschaft 

hat nuo ze hufscheit kleine kraft. 

daz macht valsch， ruom， base huot， 

unstatekeit und ubermuot. 

swelch vrouwe kiusche ist in ir jugent. 

hat si dar zuo dan dise tugent 

daz si vor hohvart si behuot. 

und daz si meine ir man mit♂lot 

und si im ouch mit triwen holt， 

diust ein gimm vur allez golt. 

daz selbe sprich ich umbe den man: 

ja ensol er sich niht keren an 

ander wip; swer eine hat， 

der mac der andern haben rat" 

〈これ以前に言ったことを、私はこれから真実に拠って話そう。そして夫

人であることは、夫があってこそのことだという助言をして、そのことを

はっきりさせておこう。というのは、今日の宮廷恋愛は、宮廷作法のため

の力をもっていないからだ。そのような恋愛をさせるのは、偽り、自慢、

邪悪な監視、心変わり、高慢である。若いときに純潔で、あった女性が、そ
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れに加えて次のような徳操をもつなら、すなわち彼女が高慢から自分を守

ることができて、やさしくかっ誠実に夫を愛するような徳操をもつならば、

そのような女性はあらゆる黄金に勝る宝石である。同じことを、夫につい

ても話そう。夫たる者はまことに、他の女性に心を寄せてはならぬ。 一人

の女性をもっている男は、他の女性をあきらめて当然である。〉

私たちはともすると、この時代の宮廷叙事詩や好情詩によって強く印象

づけられた影響から、宮廷恋愛を当代のすべての人々が、賞賛していたか

のような錯覚に陥りやすいのしかし、ここで述べられたトマジンのミンネ

観を吟味すると、確かに宮廷恋愛に対する大きな批判勢力のあったことが、

明確に認識されうる。この論考は、 13世紀前半のドイツにおける聖界と俗

界が、ミンネに関しては、互いに切り結ぶ桔抗関係にあったことを、 トマ

ジンの教えを綴密に読み解くことによって、具体的に明らかにすることで

あった。

注

1) Burghart Wachinger(hrsg.)・Diedeutsche Literatur des Mittelalters， 

Verfasserlexikon， Berlin， 1995: Thomasin von Zer・kl居間の項を参照。トマジ

ンは、 1186年頃に生まれた(没年は不詳)イタリアのアキレーアの司教座聖

堂参事会員。ストア哲学とキリスト教倫理を基礎として、神による世界秩序

を守るための思想を展開した教訓詩人でもある。

2) "Der Welsche Gast" これは、 ドイツ人の最も良き力に絶大の信頼を置い

ていたトマジンが、中世高地ドイツ語の韻文で書いた道徳哲学の教科書とも

言えるもので、キリスト教騎士の理想が説かれている。

3) Helmut de Boor/ Richard Newald: Geschichte der deutschen Literatur， 

Bd.2 (Die hりfischeLiteratur)， Munchen， 1953. 8.403ff.， 413ff.を参照。 トマ

ジンは、「異国の客」を刊行する前に、既に同類の思想の書 "buochvon der 
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hufscheit"を、イタリア語で著している。

4 )使用したテキスト HeinrichRuckert(hrsg.): Der Wa1sche Gast des 

Thomasin von Zirclaria. Berlin， 1965.以下 W.Gastと略す。14752詩行から

成る全十章の中で、第一章は第l詩行から第1706詩行まで。

5) W.Gast 1039・1040

6) Ibid. 821-828 

7) Ibid. 1053-1058 

8) Ibid. 1059-1061 

9) Ibid. 1081-1092 

10) Ibid. 1093・1117

11) Ibid. 1118-1134 

12) トマジン自身も「異国の客」を書く ときに、ドイツ貴族達に自分の教えを十

分に浸透させるために、自身にとっては外国語であるドイツ語 (中世高地ドイ

ツ語)を、敢えて使用した。W.Gast2445，11717ff.， 12228， 12278ff.を参照。

13) Ibid. 1139・1162

14) Joachim Bumke: Hofische Kultur， Bd.2， Munchen， 1986. 8.516-522ここ

では、 トマジンの思想と同様に、中世キ リスト教の恋愛哲学の根本が、「宗教

的な愛Jamor spiritua1isと 「肉体的な愛Jamor carnalisであり、 hohe

MinneとniedereMinneも、肉質の対概念であることが述べられる。

15) Ibid. 1176・1200

16) Ibid. 1213-1220 

17) Ibid. 1221-1242 

18) Ibid. 1243-1258 

19) Ibid. 1259-1278 

20) Ibid. 1279-1303 

21) Hugo Moser/ He1mut Tervooren(hrsg.): Des Minnesangs Fruhling， 

8tuttgart， 1982 以下MFと略す。 Heinrichvon Morungen: MF (130，15) 

(141，1-4)， Der Burggrafvon Rietenburg : MF (19，29)を参照。

22) W.Gast 951f.， 956 ; Heinrich von Rugge : MF (107，27-29)を参照。

23) W.Gast 1304・1322
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24) Ibid. 1323・1337

25) Ibid. 1338・1353

26) Joachim Bumke: ibid. 8.503・529

27) W.Gast 1354-1371.テキストの解釈に際しては、次の研究書からも少なから

ず恩恵を受けた。 ErnstJohann Friedrich Ruff: Der Walsche Gast des 

Thomasin von Zerklare， Untersuchungen zu Gehalt田 ldBedeutung einer 

rnittelhochdeutschen Morallehre， Erlangen， 1982. 
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